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本
書
は
、
明
治
36
年
８
月
に
刊
行
さ
れ
た
、

村
田
利
右
衛
門
（
香
樹
園
２
代
目
）
と
江
原
梅

窓
（
春
夢
）
の
編
集
に
よ
る
同
名
の
書
籍
の
再

版
で
す
。
た
だ
し
、
明
治
36
年
版
の
時
は
発
行

者
が
「
香
樹
園
」
で
し
た
が
、
本
書
で
は
「
東

京
大
学
館
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
表
紙
の
デ

ザ
イ
ン
や
口
絵
に
折
り
込
み
で
挿
入
さ
れ
て
い

た
香
樹
園
の
イ
ラ
ス
ト
（「
香
樹
園
の
全
景
」）

の
カ
ッ
ト
な
ど
一
部
に
変
更
点
が
見
ら
れ
ま

す
。
今
回
は
大
宮
盆
栽
美
術
館
所
蔵
の
明
治
42

年
版
を
用
い
て
、
そ
の
内
容
と
特
徴
に
つ
い
て

4 月

【
収
蔵
品
紹
介
】

香
樹
園
主
人
・
江
原
春
夢
編

『
名
家
愛
蔵
盆
栽
奇
石
逸
品
集
』（
東
京
大
学
館
、
明
治
42
年
）

紹
介
し
ま
す
。

　

本
書
冒
頭
に
は
、
村
田
と
「
小
宮
刀
水
」
の

２
人
が
そ
れ
ぞ
れ
序
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
村
田
の
序
に
本
書
刊
行
の
目
的
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
香
樹
園
は
当

時
、
世
間
の
盆
栽
家
か
ら
「
樹
石
」
の
「
培
養

且
つ
配
置
の
方
法
等
」
に
つ
い
て
「
諮
問
」
を

受
け
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
こ
れ
に
応
え
る
た

め
書
籍
の
刊
行
を
企
画
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
背
景
に
は
「
近
時
盆
栽
の
培
養
奇
石

の
配
置
等
に
就
て
世
に
之
れ
が
方
法
を
説
け
る

冊
子
甚
だ
少
な
か
ら
ず
」
と
い
っ
た
問
題
認
識

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
今
回
、「
各
名
家
」
の
「
愛

蔵
の
逸
品
」
を
集
め
、「
各
自
多
年
の
経
験
に
な

れ
る
培
養
及
び
配
置
の
方
法
に
就
て
其
説
」
を

聞
い
て
編
集
を
行
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

村
田
は
本
書
に
つ
い
て
「
机
上
の
研
究
に
成

れ
る
世
間
幾
多
の
書
朋
と
其
撰
を
異
に
す
れ

ば
」
と
述
べ
て
お
り
、「
名
家
愛
蔵
」
の
盆
栽
・

奇
石
を
集
め
、
そ
の
培
養
と
配
置
の
方
法
を
記

述
す
る
点
に
、
本
書
の
意
義
と
特
徴
を
見
出
し

て
い
ま
す
。

と
続
い
て
い
き
ま
す
。
解
説
も
ほ
ぼ
１
頁
１
点

ず
つ
の
た
め
分
量
的
に
は
少
な
い
の
で
す
が
、

樹
齢
や
入
手
経
緯
に
関
す
る
説
明
に
は
貴
重
な

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
隈
重
信
の
「
紅
葉
蔦
」（
樹
齢

50
年
程
）
で
は
、
大
隈
が
こ
れ
を
入
手
し
た
の

が
「
明
治
廿
七
年
の
頃
に
し
て
此
当
時
は
蔦
の

盆
栽
は
都
下
に
於
て
は
未
だ
一
品
も
見
ざ
る
処

な
り
、
近
来
蔦
の
盆
栽
が
大
に
流
行
し
つ
ゝ
あ

る
は
、
伯
（
大
隈 

※
筆
者
註
）
の
蔦
に
依
り
て

始
め
て
之
れ
が
風
潮
を
呈
し
た
る
も
の
な
れ

ば
、
伯
の
蔦
は
盆
栽
蔦
の
宗
祖
と
称
す
る
も
敢

て
誇
言
に
あ
ら
ざ
る
を
信
ず
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、「
蔦
の
盆
栽
」
の
歴
史
を
調
べ
る
上
で
も
貴

重
な
内
容
で
す
。
ち
な
み
に
、本
書
掲
載
の
「
名

家
」
の
中
で
も
大
隈
は
自
身
と
夫
人
を
合
わ

せ
、
最
多
の
計
４
点
の
盆
栽
が
収
録
さ
れ
て
お

り
、
香
樹
園
と
は
非
常
に
近
し
い
関
係
で
あ
っ

し
て
「
第
一
根
張
り
、
第
二
幹
通
り
、
第
三
枝

配
り
、
第
四
時
代
」
を
指
摘
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

要
点
を
解
説
し
て
い
る
点
も
注
目
に
値
し
ま

す
。
こ
の
「
骨
子
要
素
」
は
、
こ
の
時
期
の
盆

栽
論
と
し
て
は
具
体
性
が
あ
り
、
か
つ
現
在
に

も
通
じ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
重
要
で
す
。
小

宮
は
盆
栽
に
精
通
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
詳
細
は
わ
か
ら
ず
、

そ
の
人
物
像
の
探
求
は
今
後
の
課
題
で
す
。

　

さ
て
、
内
容
に
つ
い
て
は
「
名
家
愛
蔵
」
の

盆
栽
・
奇
石
の
「
逸
品
」
を
１
頁
１
点
ず
つ
画

像
掲
載
し
、
そ
の
後
に
解
説
が
付
さ
れ
る
形
式

で
、
計
43
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（
そ
の
他

に
盆
栽
陳
列
の
席
飾
り
の
画
像
あ
り
）。
こ
の

解
説
で
は
、
ま
ず
樹
形
・
樹
齢
・
寸
法
と
盆
器

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
次
に
所
蔵
者
の
入
手
経

緯
（
来
歴
）、
さ
ら
に
「
手
入
法
」・「
培
養
法
」

（
芽
摘
み
、
植
え
替
え
、
肥
料
、
置
き
場
等
）

　

本
書
以
前
に
、
例
え
ば
盆
栽
陳
列
会
の
記
録

（
明
治
25
年
『
美
術
盆
栽
図
』）
は
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
出
品
盆
栽
の
イ
ラ
ス
ト

と
と
も
に
樹
種
や
盆
器
の
名
称
は
記
さ
れ
て
い

て
も
、
樹
齢
や
培
養
の
方
法
な
ど
は
解
説
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
培
養
管
理
を
解
説
し
た

盆
栽
書
籍
で
は
、
樹
種
ご
と
や
手
入
れ
作
業
ご

と
の
一
般
的
な
解
説
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
点
で
本
書
は
「
名
家
愛
蔵
」
の
「
逸
品
」
の
画

像
を
掲
載
し
、
そ
の
一
点
一
点
に
培
養
方
法
等

の
解
説
を
付
し
て
お
り
、
構
成
と
叙
述
は
斬
新

で
す
。
書
名
に
「
逸
品
集
」
と
あ
り
ま
す
が
、

確
か
に
本
書
は
「
名
家
愛
蔵
」
の
盆
栽
・
奇
石

の
「
逸
品
」
を
収
録
し
、
解
説
す
る
こ
と
に
主

眼
を
置
い
た
〝
作
品
集
〟
と
し
て
の
性
格
が
指

摘
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
盆
栽
書
籍
の
新
し
い

ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
の
「
小
宮
刀
水
」
の
序
で
は
、「
盆
栽
の

妙
は
通
例
一
尺
五
、六
寸
以
内
の
盆
裡
に
一
場

の
天
然
を
形
成
す
る
に
在
り
」
と
い
っ
た
盆
栽

論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特
に
興
味
深
い
の
は

「
余
は
盆
栽
は
全
く
絵
画
と
巧
妙
を
争
ひ
優
に

美
術
の
一
種
た
り
と
断
言
す
る
者
な
り
」
と
、

ま
さ
に
「
断
言
」
し
て
い
る
点
で
す
。
こ
れ
は

絵
画
な
ど
を
引
き
合
い
に
し
て
盆
栽
を
「
美

術
」
と
捉
え
る
早
い
時
期
の
言
説
と
し
て
注
目

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
盆
栽
の
「
骨
子
要
素
」
と

た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
い
ず
れ
も
大
隈
か
ら
聞

き
書
き
さ
れ
た
解
説
が
付
さ
れ
て
お
り
、
本
書

は
大
隈
の
盆
栽
家
と
し
て
の
一
面
を
伝
え
て
く

れ
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
培
養
に
関
す
る
説
明
で
は
、「
其
配

置
の
場
所
は
平
常
中
陰
の
架
に
し
て
、
肥
料
は

寒
中
一
回
及
び
発
芽
前
後
よ
り
四
、五
回
、
人

糞
の
腐
熟
せ
る
も
の
を
稀
薄
と
な
し
て
与
ふ
る

由
な
り
」（
大
隈
「
紅
葉
蔦
」）
と
あ
る
よ
う
に
、

あ
く
ま
で
所
蔵
者
が
そ
の
盆
栽
に
対
し
て
実
際

に
行
っ
て
い
る
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
点
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
本
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
名
家
」
は
、
実
業
家
や
政
治
家
な

ど
政
財
界
の
人
物
が
多
く
、
そ
の
大
半
は
、
当

時
本
所
横
網
町
に
六
百
坪
の
園
を
構
え
、
隆
盛

を
極
め
て
い
た
香
樹
園
と
関
係
を
有
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
管
理
は
同
園

が
行
っ
て
い
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
教
科
書
的
な
樹
種
一
般
の
説
明

で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
「
逸
品
」
を
通
し

て
の
経
験
的
な
説
明
で
あ
る
点
で
、
や
は
り

「
机
上
の
研
究
」
と
は
一
線
を
画
す
内
容
と
評

価
で
き
ま
す
。
初
版
本
は
香
樹
園
自
身
が
発
行

者
と
な
っ
て
お
り
、“
盆
栽
園
の
出
版
し
た
書

籍
”
と
し
て
も
、
本
書
の
画
期
性
が
指
摘
で
き

る
と
思
い
ま
す
。（

当
館
学
芸
員　

林　

進
一
郎
）

さいたま市大宮盆栽美術館　https://www.bonsai-art-museum.jp/ja/

香樹園主人・江原春夢編『名家愛蔵盆栽
奇石逸品集』（東京大学館、明治 42年）大隈重信の「紅葉蔦」

大隈重信の「厳石松」

45 44


